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平成２９年度地域包括ケアの事業計画について 

 

１ 地域での取り組み 

（１）地域見守り活動の推進 

  ①見守り活動チェックリストの作成と活用 

  ②今年度３町内福祉委員会を見守り推進地区に指定。 

（２）介護予防・生活支援に関する住民活動の強化と創設 

  ①見守り協力店（生活支援・見守り協力事業）への働きかけ 

②町内会健康体操教室の自主化に向けた準備 

③地域の通いの場の創出と拡充 

④高齢者地域生活支援等実施団体活動支援事業の活用の促進 

  ⑤地域リハビリテーション活動支援事業の実施 

（３）地域ケア個別会議の充実 

  医療職の参加の促進 

（４）地域ケア地区会議の充実 

 

 

 

 

中学校区 地域ケア地区会議で取り上げる課題（方向性） 

東山 
・認知症の方も含めたすべての方が参加できるカフェ型サロンの開催 

・地域住民と事業所の垣根を超えた情報交換の場の創設 

安城北 
・一人暮らし高齢者になっても、安心して暮らせる町づくり 

・支援を必要とする世帯が困りごとを相談しやすい町づくり 

篠目 ・専門職と住民が協力しあえる地域づくり 

安城西 
・高齢者も集える場所を増やし、見守りや閉じこもり予防につなげる。 

・地域で認知症の人やその家族を支える体制を整える。 

安城南 ・安心してゴミ出しの支援が受けられる地域の仕組みづくり 

安祥 ・一人ひとりが生き甲斐を持って生き生きと暮らせる地域づくり 

明祥 ・認知症になっても、地域の中で不自由なく生活していける環境の整備 

桜井 
・地域で認知症の人や家族を支えることが出来る。 

・認知症の人もそうでない人も集える場を増やす 
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２ 地域ケア推進会議の開催と各部会の活動 

（１）開催回数 １２回 

（２）参加者 １５の部会から代表２名 

（３）各地区の地域ケア地区会議から提案された課題の検討 

（４）各部会主催のよる研修会の開催（在宅医療介護連携推進のための研修会） 

部会名 内  容 

病院 病院主催の研修として実施予定 

医師会 安城市エンドオブライフ・ケア研修会 

医師会 

ケアマネット 
在宅医療におけるサルビー見守りネットの活用方法 

歯科医師会 
口腔ケアと嚥下での多職種連携 

嚥下訓練と連携について 

薬剤師会 

ケアマネット 
在宅服薬支援における多職種連携に関する研修会 

訪問看護 

ネットワーク 
事例検討会 

訪問リハネット 

リハビリテーションのゴール設定の考え方（リハビリテーシ

ョンの視点から） 

事例検討会 

デイネット 地域との事業所（施設)との関係づくりについて 

ヘルパーネット うつ病等精神疾患の人とのかかわり方と疾患の基礎知識 

施設 アンガーマネジメント 

グループホーム 
虐待についての勉強会 

薬の副作用・薬を減らすための取組についての勉強会 

保健福祉 

住民による移動支援 

精神障害者（引きこもりを含む）への支援(関係機関との連

携、具体的なアプローチ方法について） 
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（５）各部会でテーマについて検討 

部会 検討テーマ 

病院部会 緊急時の受け入れ 

医師会 在宅医療の充実に向けて 

歯科医師会 医療・介護連携での歯科医療の役割 

薬剤師 多職種連携 

訪問看護 

ネットワーク 
訪問看護の啓蒙活動の一環としての、医師会との勉強会 

訪問リハネット 
自立支援を視野に入れた目標設定について 

地域においての介護予防の取り組みについて 

ケアマネット 
ＩＣＴの活用 

介護保険制度運営上の問題点 

デイネット 総合事業と地域との連携について 

ヘルパーネット 総合事業参入について 

施設 ＢＣＰ策定と市町村、各施設との連携の構築 

グループホーム 

地域の認知症をサポートする支援の取組について 

各グループホームで困っていることについて 

部会を超えた異業種との繋がりが持てる機会の検討 

保健福祉 

住民主体（地域活動）による移動支援について 

・情報共有をはかった上での新たな見守り活動の構築 

※（サロン・通いの場の余暇活動の充実のためのレクリ     

エーションの提案等、介護職が協力できそうなことを

整理してデイネットに情報提供する。） 

 

３ 主な取り組み 

（１）安城市医療・介護・福祉ネットワーク「サルビー見守りネット」の活用の推

進と近隣市との連携 

①在宅医療介護連携推進のための研修会において好事例などを提示し利用の推

進を図る。 

②近隣市の導入状況把握と意見交換 
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（２）在宅医療に関する普及啓発 

  ①介護・福祉職への啓発 

    在宅医療介護連携推進のための研修会の開催（＊２（４）の表のとおり） 

  ②市民への啓発 

    在宅医療に関するガイドブックの作成に向けた準備 

（３）在宅医療・介護連携の強化 

  ①在宅医療介護連携推進のための研修会の開催（＊２（４）の表のとおり） 

  ②在宅医療サポートセンター事業に関する検討 

   平成３０年度以降は市が実施するため、関係者を含めて検討する。    

（４）認知症施策の強化 

  ①認知症初期集中支援チームの活用と連携 

  ②認知症カフェの充実 

    桜井中学校区にて認知症カフェ開設（市内計５か所） 

 ③認知症高齢者捜索・声かけ模擬訓練の実施 

中学校区 開催時期・会場など 

東山 調整中 

安城北 ８月１８日 コープ野村にて開催予定 

篠目 調整中 

安城西 ４月１９日 三河安城駅前のイベント内で開催 

安城南 調整中 

安祥 調整中 

明祥 調整中 

桜井 調整中 

  ④見つかるつながるネットワークの推進 

   ９月３０日 認知症を知る講演会内にて寸劇による周知 

  ⑤認知症サポーターステップアップ講座の開催 

    秋ごろに開催予定 

（５）地域における介護予防事業の充実 

  町内会健康体操教室をはじめとする地域の介護予防に資する活動への支援 

（６）子ども、障害者を含めた地域包括ケアシステムの構築に向けた検討 

  自立支援協議会（障害福祉課）において、地域包括ケアについての勉強会、地

域包括支援センターと障害者サービス事業所との意見交換会の開催。  


